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。

ト
ダ
ウ
ン
を
意
識
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

い
つ
も
お
話
し
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
会
社

い
つ
も
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し
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で
す
が
、
会
社

と
自
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を
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よ
う
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ

と
自
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を
同
じ
よ
う
に
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て
み
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く
だ
さ

い
。
自
分
の
家
な
ら
、
使
っ
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い
な
い
部
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の

い
。
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、
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て
い
な
い
部
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の

電
気
を
消
す
、
エ
ア
コ
ン
が
き
い
て
い
る
部
屋

電
気
を
消
す
、
エ
ア
コ
ン
が
き
い
て
い
る
部
屋

の
ド
ア
を
閉
め
る
、
と
い
っ
た
行
動
は
当
た
り

の
ド
ア
を
閉
め
る
、
と
い
っ
た
行
動
は
当
た
り

前
で
す
よ
ね
。
物
価
高
が
続
く
昨
今
、
目
標

前
で
す
よ
ね
。
物
価
高
が
続
く
昨
今
、
目
標

達
成
の
た
め
に
も
、
各
自
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

達
成
の
た
め
に
も
、
各
自
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

つ
い
て
の
認
識
を
改
め
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

つ
い
て
の
認
識
を
改
め
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

り
ま
す
。

最
後
に
、こ
れ
も
何
度
も
お
伝
え
し
て
い
ま

最
後
に
、こ
れ
も
何
度
も
お
伝
え
し
て
い
ま

す
が
、
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

す
が
、
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
今
以
上
に
楽
し
む
た
め
に
は
ど
う
す

だ
さ
い
。
今
以
上
に
楽
し
む
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
を
常
に
考
え
て
行
動
し
て
も
ら

れ
ば
良
い
か
を
常
に
考
え
て
行
動
し
て
も
ら

え
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
行
き
詰
ま
っ
た

え
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
行
き
詰
ま
っ
た

と
き
に
は
先
輩
や
同
僚
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
に
は
先
輩
や
同
僚
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
で
す
が
、
ど
の
よ
う

諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
難
関
で
も
、
工
夫
次
第
で
必
ず
解
決
策
が

な
難
関
で
も
、
工
夫
次
第
で
必
ず
解
決
策
が

見
え
て
く
る
は
ず
。
手
を
取
り
合
い
、
と
も
に

見
え
て
く
る
は
ず
。
手
を
取
り
合
い
、
と
も
に

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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◆従業員数：114 名（令和 6年 3月）
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ついに始動した採用プロジェクトチーム！

今回は、全６名のチームメンバーをご紹介します。

最高の仲間探しのために、みんなで採用活動を盛り上げていきましょう！

現寸設計部

白崎 佑和さん
しら さき    ゆう  や

ロジェクト参加の理由プ

前職で人に携わる仕事をしていたため、その経験を活かして会社

に貢献したいと思い参加しました。

私の経験を活かし、メンバーとの協力を大切にしながらチー

ムの目標達成に貢献できるよう全力を尽くします。共に成長

し、成功を収めるために積極的にアイデアを出し合い、コ

ミュニケーションを大切にしていきましょう！

前職での経験を活かして全力投球！

我等ＰＪＴの
ホープ

ロジェクト参加の理由プ

チームリーダーである古曽部さんに、「気分転換がてらチームに入

らないか」と提案されたことがきっかけです。また、学生時代にＳ

ＮＳを使って学内の宣伝活動をしていた経験があるため、その知

識を活かせるのではと思い参加しました！

チームメンバーそれぞれの持ち味を活かし、より良い採用活

動になるよう頑張ります。また、これまでの経験を活かしつ

つ各部署と連携を取りながら、しっかりと成果が残せるよう

最善を尽くしたいと思います。このプロジェクトに全力で取

り組むことで、自分自身も成長していくことが目標です。

活動を通して

個人の成長にも繋げていきたい

総務部 課長

木戸口 明菜さん
 き    ど   ぐち   あき   な

ロジェクト参加の理由プ

ありがたいことにプロジェクトメンバーに抜擢されました。メン

バーから新しい発想や情報を聞くと、知らないことも多く、置い

ていかれないようにと内心必死です。今後どのように皆さんの

力になっていけるか日々考えさせられています！

採用のプレゼンは未経験ですが、より良いものにするための

準備に注力していきたいと思っています。ブースの装飾など

を工夫し、ヨネモリを知らない人達が見たときに、何の求人

なのかをパッと見で分かりやすくできれば、足を止め応募し

てくれる人が増えるのではと考えています。

興味を惹くわかりやすい求人が理想

現寸設計部

竹村 洸亮さん
たけ むら   こう りょう

ロジェクト参加の理由プ

数年前に少し採用活動に携わっていたこともあり、福田常務と古

曽部副部長からお誘いをいただき参加を決めました。前に出るの

は苦手ですが、資料作りが好きなため、裏方として会社の成長に貢

献できればと思っています！

採用をゴールとせず、新入社員の育成と定着を見据えた活動

をしていきたいと思います。そのためにも各配属先の仕事・

育成環境の改善や、会社の風土といったことにもメスを入れ

ていき、社員みんながいきいきと仕事に取り組める仕組みを

作るのが当面の目標です。会社全体を巻き込んで盛り上げて

いけたらと思います。

長期的な目線で

より良い職場作りを目指す

敏腕演出家

本社鉄構部 副部長

古曽部 諭さん
 こ    そ    べ   さとる

ロジェクト参加の理由プ

人見知りの自分を改善するための良い機会だと思い、参加を

決めました。苦手分野を得意分野にできるチャンスだと感じ

ています。「私も！」と思った方はぜひ声をかけてください！

会社の魅力を心に響かせ、楽しく仕事に取り組める人材を

採用に繋げていきます！そのためには、いかに相手の興味

に気づき、仕事のやりがいや楽しさを伝えられるかがポイン

トです。敏腕演出家が作るストーリー性のあるプレゼンにつ

いて、全員で意見を出し合い、最高のパフォーマンスができ

るチームを目指します！採用の幅を広げるためにも社内改

善に積極的に取り組み、環境整備にも力を入れていきたい

と思っています。

ストーリー性のある

プレゼンで心を動かす

業務拡大に伴う人材不足や、競争が激化する採用市

場に対応するために発足しました。プロジェクトメン

バーに若手を集めることで、就活生により近い立場

で新鮮なアイデアを取り入れられると思っています。

発足に至った背景

会社の規模拡大に向けて、より多くの就活生に当社の

魅力を伝え、一緒に当社を成長させてくれるような人

材をより多く迎え入れることです。また、このプロジェ

クトを通して、若手の成長を促すことも目的です。

採用プロジェクトの目的や

生み出したい効果

まずは、いつもありがとうございます！積極

的に意見を出してくれる皆さんとなら、会社

に貢献する素晴らしい組織を構築していけ

ると信じています。通常業務を行いながらで

大変なこともありますが、一緒に頑張りま

しょう！

共に挑むメンバーへ

メッセージ

プレゼンの達人

なんでもこなす
敏腕家

常務取締役 鉄構本部長

福田 哲也さん
 ふく  だ     てつ  や

現寸設計部

東 桃花さん
ひがし もも   か

うら若き仲介人

採用プロジェクトチームの

挑戦
私が採用プロジェクトチ

ームを発足しました！

チーム一丸となり、多様な視点を尊重しながら斬新なアイデアを取り

入れていきます！また、積極的にコミュニケーションを取り、改善案を

素早く実行。常に進化し続けるチームを目指します。そして、このプロ

ジェクトを通して、「若手の力」をお見せし、皆さんから「頼もしいな」と

思っていただけるよう目標達成に向け精進いたします！


